
東北農業研究 (Ъhoku Agric.Res)55,143-144(2002)

集卵トレー・コンテナの次亜塩素酸ソーダによる消毒方法
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1 は じ め に

鶏卵によるサルモネラ食中毒が問題となっていること

から、鶏卵の生産農場および流通過程における衛生対策

が重要視されている。

本県には成鶏飼養羽数 1千羽以上の採卵鶏農場が 80

戸あり、うち 10万羽以上の農場は 9戸である。これら

のうち、主に大規模な農場においてはサルモネラに対す

る自主検査をはじめとする各種対策が進んでいるが、 1

千羽未満を含めた中小規模農場については必ずしも対策

がとられているとはいえない。

13年度、私たちは、県内の中小規模採卵鶏農場の協

力を得て、鶏卵の衛生対策に関わる実態調査を実施し、

その結果、GPセンター (鶏卵の選別包装施設)を利用

する複数の農場のプラスチック製集卵トレー・コンテナ

からサルモネラ菌が分離された (未発表)。 そこで、CP

センターより回送されるトレー・コンテナに付着したサ

ルモネラ菌等の農場内侵入を未然に防止する方法とし

て、農場レベルで実施できる簡易で安全な消毒方法につ

いて検討したのでここに報告する。

2試 験 方 法

(1)試験期間 2001年 8月 ～ 20112年 1月

(2)供試材料 CPセンターより回送された未洗浄
のトレー・コンテナで汚れのとくにひどいもの

(3)試験方法

1)消毒薬の選定

トレーは食卵と直接接触することから、食品添カロ物で

ある次亜塩素酸ソーダ (商品名 ;サンラック)と した。

2)消毒方法

トレーをコンテナに収容したまま、150ppnl次亜塩素

酸ソーダを入れた水槽中に直接浸漬した (浸漬時間は 10

分間および 30分間)。 浸演中は水槽上部をビニールシー

トで被覆した。次亜塩素酸ソーダ濃度は厚生労働省通達

「卵選別包装施設の衛生管理要領J中の洗卵洗浄水の次

亜塩素酸ソーダ濃度を参考とした。

3)消毒効果の判定方法

a浸漬前後におけるサルモネラ菌の有無

滅菌ガーゼ (カ コーカットガーゼLサイズ)を滅菌緩

衝ペプトン水 (以下BPW)に浸したものでトレー・コ
ンテナの表面を拭き取り、 トレー3枚分を1検体、コン
テナ 1個分を 1検体としてサルモネラ検査に供した。拭

き取り面積は浸漬の前後でトレーは表面の2分の 1、 コ

ンテナは内側および外側の2分の 1ずつとした。拭き取

り検体はBPWで前増菌培養 (37℃、24時間)し、さら
にハーナーテ トラチオン酸塩培地で選択増菌培養 (415

℃、24時 FE5)した後、XLT4寒 天培地に発育した黒色
旱ロニーについて分離同定した。

b浸漬前後における一般生菌数および大腸菌群数

の測定

滅菌綿棒 (ニ ッスイ)を滅菌生理食塩水に浸したもの

でトレー表面を拭き取り (浸漬前後で各 2分の 1ずつ)、

綿棒を滅菌生理食塩水中に浮遊させ、段階希釈により濃

度調整した後、各希釈液を普通寒天培地およびデソキシ

ヨレート寒天培地に混釈培養した。37℃ 24時間培養後、

発育コロニーをカウントし、 トレー表面の細菌数を算出
した。浸漬時間ごとにトレー 5枚ずつについて実施した。

測定数値を常用対数に変換後、分散分析をおこなつた。

3 試験結果および考察

(1)サルモネラ菌に対する消毒効果 (表 1)

150ppnl次亜塩素酸ソーダ浸漬前にサルモネラ菌の付

着の認められたトレー 10検体およびコンテナ 3検体に

ついて 30分間の浸漬を行つたところ (1回日、8月 )、

トレー等に黒くこびりついた汚れl■ Eく こすれば容易に

除去できるほどに膨潤した (水温 25℃ )。 浸漬後のトレ

ー・コンテナのすべての検体よリサルモネラ菌は分離さ

れなくなつた。

次に水道水の水温の低下する H月 (2回 目)および 12

月 (3回日)に、浸漬時間を 10分間に短縮して浸演を

おこなつたところ、8月 と同様に浸漬後はすべてのトレ

ー・コンテナでサルモネラ菌は分離されなくなつた。な
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お、 トレー等のこびりつき汚れは 8月 ほどに膨憫 しなか  2)浅 野俊雄 1993 科学的殺菌 (次亜塩素酸ナ トリ
つた (12月 の水温、9℃ )。               ウム)に よる微生物制御とその技術 月1冊 フードケミ
(2)一般生菌数 。大腸菌群数に対する効果 (表 2)  カル 5:1521
サルモネラ菌に対して効果の確認された浸漬法の 10

分間および 30分間処理が、一般生菌数と大腸菌数に対   表 1 消毒液浸漬前にサルモネラ菌が分離された
してどの程度の消毒効果があるかを判定する試験を実施    トレー等の浸漬後のサルモネラ分離状況
した。その結果、10分間浸漬では一般生菌数がトレー

1枚あたり10''・°4からlσ '・ .2 へ、大腸菌群数が lσ `   実施回 浸漬時間 検体の種類  浸漬後の
・ ''から102・ コ1 へ減少した (いずれも1%危険率で有    (実施月)      (検 体数)  分離成績
意差あり)。 また 30分間浸演では一般生菌数が 10''■04    1回 日  30分間  トレー (10)  陰性
から 104,コ
, へ、大腸菌群数が 1び'± 0'から 10'。 =“    (8月 ) コンテナ(3)  陰性

へ減少した (いずれも 1%危険率で有意差あり)。 浸漬   2回 目  10分間  トレー (6)  陰性
時間を延長しても消毒効果が増大する傾向は見られなか   (11月 )      コンテナ(6)  陰性
つた。                          3回 目  10分間  トレー (6)  陰性
(1)(2)の結果より、未洗浄 トレー・コンテナの 150ppm   (12月 )      コンテナ16)  陰性
次亜塩素酸ソーダ 10分問浸漬は、サルモネラ殺菌に有

効であり、消毒効果のあることが示唆された。

今回試験対象となった農場においては、以前は密閉消

毒室において逆性石けんの微細噴霧による消毒が行われ

ていたが、検査の結果、消毒後のトレー・コンテナから 一般生菌数°   大腸菌群数・
もサルモネラ菌が分離され、従来の方法は有効ではない  浸漬時間  浸漬前 浸漬後 浸漬前  lx3漬後
ことが示された。これらのことからも、洗浄操作を省略   10分間  10''・ 。.104'コ 2 10``・ " 1024■ 01

した場合の消毒方法としては浸漬法が確実であり、消毒   30分間  107,コ 4104,● 0, 10`'・・' 10'0± 。メ

薬の選定においてはトレーが食卵と直接接触することか    *ト レー 1枚あたりの菌数 (平均±標準偏差)
ら、一般的畜舎用消毒薬ではなく食品添カロ物である次亜

塩素酸ソーダが適当である。また価格も比較的安価であ

る。

次亜塩素酸ソーダ浸漬法を実施する場合の留意.点とし

ては、水温、光線、経過時間、有機物の残存により影響

を受けやすい2)ので、浸漬液を反復使用する場合は、有

効残留塩素濃度を測定し有効性を確認することが重要で

あると考えられる。

4 ま と め

CPセ ンターを利用する採卵鶏農場のサルモネラ侵入

防止対策のひとつとして、集卵 トレー・コンテナの

次亜塩素酸ソーダによる浸演消毒法は簡易で有効な方法

である。
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